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旧規格の手順を見直した。

旭精工株式会社

⑤-2　内部監査　手順書
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改訂履歴

改訂内容と理由



タイトル

1.目的

2.適用範囲

4.内容
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⑤-2　内部監査（経営計画）　内容

・計画性を持ち、円滑な活動ができているかの検証が出来ることを確実にする。

内部監査全般

毎年2月頃、管理責任者が計画を立てる。

ISO推進委員（各部門長）に予定表を通達する。

・品質マニュアルをより分かりやすくするため

今回のポイントについては、必要であれば明記する。

担当者は、被監査者に対する質問・回答・評価を行う

管理責任者は、総合所見を行う

経営者は、最終確認を行う。MRのインプットとして扱う。



タイトル

When who what how

いつまでに 誰が 何を どうする

① 毎年2月頃 管理責任者が 内部監査計画書を 内部監査員に配布する

START

② 監査までに それぞれの監査員がチェックリストなどを用いて質問内容を決める

③ 監査日に それぞれの監査員が 質問を行い 評価する

④ 監査終了後に 管理責任者が 所見、総括を行い 社長に報告する

内部監査最終報告書

⑤ 報告書完成後 経営者は 報告書を確認し MRのインプットにする。

内部監査結果

内部監査最終報告書

内部監査員＝ISO推進委員（各部門長）である

⑤-2　内部監査（経営計画）　フロー図

何の規格で質問したか？規格番号で記載する。

①担当者は、被監査者に対する質問内容を決定する。

①監査日や監査期間などを提示する。

※評価基準　〇（できている）△（改善の機会）×（カテゴリーB）で評価

②注目ポイントがあれば明記する。

③監査期間も決定しておく

①記録の確認など客観的事実を確認する。

②担当者は、被監査者に対する回答と評価を行う

②「内部監査チェックリスト」及び

①管理責任者は、内部監査最終報告書にて

　　　　　　　総括を行い、経営者に報告する。

①経営者は、最終確認を行う。MRのインプットとして扱う。

「内部監査チェックリストのポイント」等を参考にする。

　　　※１は、管理責任者の判断により発行する

③内部監査で発見された不適合は、

※1「内部監査による不具合是正処置要求書」を発行する
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